
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11回 

こども家庭センター職員 

 

「母子保健の立場から見た 

子育ての現状について」 

栗東市で 1 年間に生まれる子どもの数は、「令和 6

年度では 686人、合計特殊出生率は 1.78人であ

り、湖南 4 市、県や国と比較しても子どもの多いま

ちである」ということでした。子どもにやさしいま

ち、保護者が子育てしやすいまちを目指して、様々

な機関が支援している話を聞きました。 

 その中で、こども家庭センターで実施している乳

幼児健診や健康相談での保護者の中には「子育て

がつらい」「どうしていいかわからない」などで悩ん

でいたり、子育ての相談が出来る人が身近にいな

いなど母子をとりまく環境について具体的な話を

聞くことができました。 

 講師から９期の大学生に対して、子育てしている

保護者を見かけたら、地域の身近な人として保護者

の子育ての大変さや頑張りなどに対して、ねぎらい

の言葉を掛けたり、子育てで悩んでいる人がいたら

「こども家庭センターに相談してみたら」と声かけし

てほしいということでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループワークでは、本日の講

座の感想を出し合いました。 

 

受講生からは、「私たちの時より

様々な子育て支援がある事を知

った。核家族や共働きが増え子

育ては大変だが、色々な子育て

支援機関を利用して、子育てを

楽しんで欲しい」や「子どものこ

とで『相談に行く』のはハードル

が高い。行政でのサポート機関

が色々あるので、多くの方がサ

ポートしてもらえることを願いま

す」などの声が聞かれました。 

 

 

 

 

 

グループワークの様子 

講座の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 12回  

認定特定非営利活動法人 街かどケア滋賀ネット ささえあいサポーター 

栗東市社会福祉協議会 地域ささえあい推進員 

滋賀県老人クラブ連合会理事 

 

「身近な地域の支え合い」 

 

講座の様子 
ささえあいサポーターから、栗東市における生活支援

体制整備事業の説明を受けました。この事業は、「高齢

者が住み慣れた地域で安心して暮らせるための新しい

しくみづくりで、介護保険で支え切れないところ、例え

ばゴミ出しや話し相手など地域の住民や近所の人の力

を借りたしくみづくりである。」と説明を受けました。引

き続き、地域ささえあい推進員からは、社会福祉協議

会で実施している「赤い羽根共同募金助成事業」につい

ての話があり、支え合いなどの仕組みづくりを進める

地域や団体を応援することを目的に助成している事業

であり、「栗東 100歳大学を卒業後、仲間づくりやボラ

ンティアを考える場合は、相談対応できます」という声

かけがありました。最後に、地域でサロン活動やボラン

ティア活動を実施している立場から、「仲間づくりの大

切さやボランティアは自分のためにしている」というお

話を聞かせてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループワークの様子 

講座を聞いた感想について話し合いました。 

受講生から、「社会福祉協議会について詳しく教えて欲しい」という声がありました。そこ

で、地域ささえあい推進員から「個人で社協に入会して個人会員になる場合や自治会が

まとめて会員登録しているところもある」という説明を受けました。栗東市民全員が社会

福祉協議会の会員ではないという説明を受け、初めて知ったという受講生もいました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 13回 

市長 

「栗東ホースパーク（栗東健康運動公園）事業概要」について 

交流会 

「自己紹介カードを利用しながらの交流会」 

講座の様子 
なぜ、栗東ホースパークをつくるのか？に対して、「栗東市には

①栗東市内で消費行動につながる観光資源が少ない②栗東ト

レーニング・センターがあるが、馬に触れ合えるところがない。

競走馬の引退後のキャリアの方が長いため何とかできないか

ということで整備することとなった」ということでした。 

整備方針としては、①「栗東マーケットゾーン」としてカフェや

地元産品の販売でみんなが集えるゾーン②「馬とふれあいゾー

ン」として乗馬やホースセラピーなど馬とのふれあいができる

ゾーン③「自然環境保全体験ゾーン」の 3 つの部門を考えてお

り、民間活力・ノウハウの導入により、市のランニングコストな

どの支出を軽減した事業の創設を目指しているということで

した。市民の声やメディア発信、制度を利用しながら、令和 14

年度の開園を目指していくというお話でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流会の様子 

交流会では、学区別に分かれて「学区別支え合いネタ探し」につ

いて下記について話し合いました。 

 

① 学区でやれそうなこと探し 

「60 歳以上の運動会やボーリング大会実施」「子どもや高齢

者が集えるサロンがあるといい」「見守り活動する」などの意

見が出ました。 

② 最近の困りごとと解決策を出し合う 

「体力的に衰えてきた、運動不足」についていきいき百歳体

操をする。 

「スマホが難しい」に対しては今後の講座やＳＮＳコースを受

講する等の声があがりました。 

 

市から「栗東 100 歳大学の目的は、卒業後、地域貢献やボラン

ティア活動をする人材を育成することです。グループワークで話

し合った内容について、今後、卒業生から話を聞いたり9期生が

同期生・他期生とつながり活動するためにどうしたらいいかを

考えられる機会を設けていきたい」という説明をしました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 14回 

ボランティア市民活動センター所長 

 

「より豊かな人生を過ごすために」 

～ボランティア活動について～ 

講座の様子 

グループワ－クの様子 

「ボランティア」の語源はラテン語に由来し、

英語のWillに対応することから「喜んで○

○する」ということでした。また、ボランティ

アは特別な人の特別な活動ではなく、「いつ

でもどこでも、誰にでもできる活動！」であ

るというお話でした。 

ボランティア活動で大切にしたいことやボラ

ンティアの種類について学びました。また、

栗東市ボランティア市民活動センターは、ボ

ランティア活動したい人やボランティアを必

要とする人が『つなげる・つながる』ところで

あり、ボランティアの育成等を実施している

ということでした。現在、ちょこっとボランテ

ィア体験を月１回開催しており、ボランティア

体験をすることが、活動のきっかけ作りにな

るというお話でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループワークでは私にとって「ボランティア」って？ 

ということで、①どんな「ボランティア」があったらい

いか②どんな「ボランティア」をしてみたいかの２点に

ついて話し合いました。 

 

① については「送迎ボランティア」「買い物を家まで

運んでくれるお手伝い」「薬を家に運んでくれた

り、家の２階まで運んでくれる」などのボランティ

アがあったらいいなという意見がでました。 

② については「近所の困っている人のお手伝い」「コ

ーヒーを入れる」「読み聞かせ」「子どもの運動・遊

びのお手伝い」「神社の清掃」「高齢者が楽しめる

機会があるといい」などの意見が出ました。 

 

講師はみんなの意見をもとに、実際に活動しているボ

ランティアを紹介されました。 

 

 

 

 


